
    アレルギー性紫斑病     
� 症状 

全身の細い血管がアレルギーにより炎症をおこし、血管が破れ出血する病気です。血管性

紫斑病、シェーンライン・ヘノッホ紫斑病とも呼ばれます。3 歳から 10 歳ぐらいまでの男の子

に多い病気です。発症する前に約半数が上気道感染（溶連菌感染症など）の後に発症

すると言われています。最初は下肢を中心に紫斑（赤色の小さな斑点）から始まります。

紫斑は 起している場合もあります。紫斑は 間が に れて、 や紫色に わっていき

ます。普通の発疹と違って紫斑は圧迫しても消えません。紫斑は上肢、体幹、顔面に広が

ることもあります。他の症状に関節痛、腹痛があります。関節痛は通常両側性で膝、足関

節に多く認めます。消化管に炎症が起こると、腹痛を認めます。臍の周囲を中心とする痛み

で、断続的で強い痛みを伴います。ひどくなれば血 を認めることもあります。 

�  

圧迫で紫斑が出現するので、運動は控えて安静にしましょう。関節痛に対してはアセトアミノ

フェンや で します。強い関節痛、腹痛に対しては して イ の が必

要になります。 

� 予後 

紫斑は出現、消退を繰り返し 1 ヶ月 で します。再発する場合もありますが、予後

のよい病気です。合併症に腎炎があります。紫斑出現 2 4 間後に血 、 を認

めることがあるので、 を 期的におこないます。一般的に腎炎がなければ 6 ヶ月間の

で とします。急性期は運動制限が必要ですが、紫斑が改善すれば登園、登校は

可能で普通の生活ができます。 

 


